
PCスペック

本製品が正常に動作するPCの仕様は下記の通りです．

オペレーションシステム：Windows 10 (64bitオペレーションシステム)
CPU： Core i7以上

GPU: NVIDIA GTX1050以上(RTX30以降はサポート外)
※GPUがない場合でも，使用することができます．

メモリ: 16GB以上
ストレージ: SSD 250GB以上



1.Installer.exeを実行してください．

2.「インストール/バージョンアップの実行」を押してください．

インストール完了後，デスクトップに「BESTOWSMilling」の
アイコンが生成されます．

インストール手順



起動手順（画面説明）
1.デスクトップの「BESTOWSMilling」を実行してください．

3D描画エリア

CADモデル読込みパネル

加工条件，工具経路生成
パネル

マシン設定
パネル



マシン設定

使用する機械の軸構成に
合わせて，選択してください．

荒加工，仕上げ加工それぞれ
のﾄﾚﾗﾝｽを設定してください．

工具退避高さを設定して
ください．

工具ホルダの干渉に使用する
ため，工具ホルダ工具径を設定
してください．

GPUが搭載されている場合，有

効にすると解析時間が短くなりま
す．
※対象のGPUが搭載していない場合は必ず
OFFにしてください．
解析時ソフトが強制終了します．



CADモデルの読み込み

1.ここにファイルを
ドロップしてください．

でファイルを選択
することもできます．

2. を押してください．

対象のCADモデルの単位系を選択してください．



加工条件の設定

仕上げ加工の場合は，チェック
荒加工の場合は，チェックを外す

工具進行方向
ON:X軸方向に沿って工具が動きます．
OFF:Y軸方向に沿って工具が動きます．

「加工条件」を押して，
加工条件の詳細を設定
してください．



加工条件の設定

詳細な条件を設定して，「更新」を
押してください．



工具経路の解析

アプローチ方向の材料幅の何%まで
加工するかを設定してください．
（例：50%の場合中心まで加工）

モデルの底面から指定の高さ分非加工領域
として設定することができます．

「側面4面加工」を押して，工具経路
の解析を実行してください．



工具経路の解析

①

②

③

④

解析後はCADモデルと同じフォルダ内にNCプログラム
の.txtファイルが出力されます．
（～_NC1.txt，～_NC2.txt，・・・末尾の番号が図の方向
と合致しています． ）



工具経路の解析

「加工ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ」を押すと，生成した工具経路
で簡単な形状確認をすることができます．



補足情報



工具ホルダ干渉

工具突き出し長さ
(加工条件設定内)

工具ホルダ長

工具ホルダ径

※工具ホルダ，ヘッダとの干渉を考慮
した工具位置を算出します．



STLデータの編集 CADタブを選択してください．

1.ここにファイルを
ドロップしてください．

でファイルを選択
することもできます．

2. を押してください．

Z方向にモデル全体をオフセットすることができます．

X軸中心に90度回転することができます．

円柱もしくは直方体のサポート形状を任意の位置に
追加することができます．



STLデータの編集

追加したいポリゴン形状の情報を追加してください．
追加が完了したら「Close」で閉じてください．

編集したモデルをSTLデータとして出力すること
ができます．


